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採損移

・欠に

性

、

視填が

重補た

性をし
消後

公解の

らてそ

かし

町後た。齢加

性しも

益

復期の、

村の。長級し

所興計樹道

に
林林有り 森利森道よ

に

か

用蓄の最 管の林、 活

び国

果及て

効性け

の済 もに

土 売山林

販治森

を

計う。て、行

会どるし
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収度数な

を者社

行の」

号

育

平分分成

成収収に
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収
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９
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か繰 年

ら

分入 度

の金 以

繰 降

北 海

用

一平方て費

計充き

８
般成式る

し

４償岩し会８にこと
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機度－ 的計

つ、れな補

）て林には

る理い地てい助

のい管

と

庁。セて方い費金

各

タ営の」利

舎ン公た用
、つが

つー企でに息

に

さ

て舎法地い付

い庁業

はを方て

部営自た

、平一公独れ

外管
般７適企の他
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間接 びて ＋直 及じ 費、

業費件 査た 接人 調得 理

よ容の

消の 量＋費 測額

成いうも積

再供の平て
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